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JFM太郎さん

JFM株式トレードスクールです。

19日の米ダウ平均は小幅に反発。前営業日に390ドル安と急落した反動で自律反発を見込んだ買いが入りました。
ただ、原油価格の安値更新を受けて、27ドル高と小幅な反発にとどまりました。

19日のニューヨーク原油先物市場でＷＴＩは続落し、一時28.23ドルと12年4ヶ月ぶりの安値をつける場面がありました。
原油安を受けて産油国ロシアの通貨ルーブルは、1ドル＝79ルーブル台後半と過去最安値を更新しています。

 原油安が長期化するようであれば、ロシアのほかブラジルなどの財政不安に発展する恐れがあるため、原油の安値更新
は投資家心理を冷やすことになりそうです。

 一方、年初からの世界的な株価の発端となった中国・上海株は、下げ止まりの兆しが出てきています。
昨年の中国の経済成長率が6.8％と、25年ぶりの低い伸びにとどまったことで、金融緩和を求める声が高まり、上海総合
指数は19日に3000を回復して取引を終えました。

 日経平均株価は昨年末の終値に比べ、2000円ほど下落しています。19日の東証の空売り比率は42.6％と過去2番目の
高水準であったことから、本日の中国・上海株が3日続伸して始まるようであれば、売り方の買い戻しで上昇に転じる場面
もありそうです。

年末のボーナスで投資信託・NISAを買われた方は損益を出されて
いる方もおられます。個人投資家が利益を伸ばすには銘柄を絞る事。
お分かりのように株は落ちるスピードの方が断然早い性質があります。
この下降相場は空売りスイングで大きく利益を伸ばされている方もおられます。
今後日経が切り替えして来るなら逆張りトレードとなります。

■今の相場のトレード戦略
 原油の下落・中国市場の下落・円高・地政学的リスクと今までにない下降相場です。
今後日経が切り替えしてくれるなら逆張りトレードになって行きます。

 ※今の相場の仕掛けのポイントは前回安値切り下げのポイント・また為替円高の影響を受ける銘柄・テクニカル的に
３線同時割れ銘柄を監視して下さい。マスターコース以上の生徒さんは【SDB松尾スクリーニング】理論のNO,16～21
を使えば下降銘柄での仕掛けが出来ますね。
 
決算発表によっては今後も大きく下げる銘柄も出てきますが個別銘柄の週足チャートの信用買・残も見落とさない様に
して下さい。
信用買いから入っている人の損切りで大きく売られて来る事も想定出来ます。

※デイトレの方は先週のレポートに添付していますスキャルピングデイトレのエントリーポント・退出ポイント、先物との
連動性、一目均衡表での１日の天気予報を復習して下さい。

３線同時抜け・割れはデイトレでもスイングでもリスクが少ない売買ポイントとなります。
デイトレは板読みも重要なポイントとなります。
松尾スクリーニング理論のNO,41  42の手法を使って下さい。

 今月からは各企業の第３クォーターの決算発表がありますのでポジションンを持たれている方は決算日時は確認された
方がいいでしょう。

・前回も取り上げた銘柄ですが【１５７０】日経レバ（日経平均レバレッジ・インデックス連動性上場信託）誰しも短期
上昇・短期下降銘柄を狙いたい所ですがそう簡単に見つかるものでもありません。

 日経平均・先物がトレンドがある時は【１５７０】日経レバをトレードするのも選択の１つです。

 日経平均・先物とほぼ連動した動きをするので非常に分かり易いチャートの動きをします。
 決算発表や材料に左右されず買いも・売りも出来、出来高が多いのも特徴です。
ストップ安・高のリスクもなくメンタル的には楽にトレードが出来ます。

 



最近テレビでも見かける投資家ウルフ村田さんも日経がトレンドのある時は個別株から【１５７０】日経レバに乗り換
える手法を使っています。

この下降トレンド相場の中先週のレポートで配信しました【２３０３】ドーン・【３７７８】さくらは逆行して大きく反発しま
したね。エントリー出来た方はおめでとうございます。１日のボラティリティも大きいですね。
一方インバウンド銘柄の代表格【８２０２】ラオックスを空売りされている方は大きく利益を伸ばされていますね。
逆日歩もつかず福利が膨らんでいます。これが空売りの醍醐味です。
株価が下げ止まらずとマスコミやニュースで朝から嫌な気分がしますが勉強をされている方にとっては楽しい相場です。

■トレードテクニック
 ・トレードで一番大切な事ですが儲ける事より資金（証拠金）を飛ばさない事です。実はプロの投資家はロスカット（損切り）
よりも資金を飛ばさないためのヘッジ手法を使います。
よく生徒さんから損切り貧乏になるとか、塩漬けで持ち続けているとの話も聞きますがプロは逆に行った時の対処法として
両建て手法も組み入れています。

特に空売りを仕掛けていて上に吹き上がった時はすぐにロスカットをせず反対売買の買いを入れます。ロスカットは資金を
飛ばす事（手じまい）になりますが両建ては資金を飛ばさないリスクヘッジ手法の１つです。

デイトレでもかなり有効な手法なので個々の銘柄でバックテストをしてみて下さい。
新興市場の銘柄で買いから入っている場合は両建てで反対売買をしたくても売り禁がかかっている事が多いので注意が
必要です。

 １銘柄で両建てをしますので余裕資金で持ってトレードをして下さい。
ロスカットですが皆さんのトレードスタイルにもよります。

レンジで持つ方・抵抗線・支持線で持つ方・パーセントで決める方色々ですが中長期の場合はチャートの波が穏やかな
銘柄を選ばれた方が安全です。

 株を中長期保持出来る場合は福利が働きますので短期上昇・下降は有りませんが出来るだけそのようなチャートを選ん
でみて下さい。

■今後のIPO（新規上場）にも注目。特に今年話題のZMPの上場には
注目しておきたいところです。

 昨年新規上場をした企業の約７割は公募価格より上場日は大きく値を上げ寄りついていますが日経平均が下降トレンド
の場合は株価は下がる傾向となります。

スキャルピングデイトレが出来る方はボラティリティが大きいので監視してみて下さい。
しかしスイングでの持越しはおすすめ出来ません。

 上場後は一端利確（権利行使）される事が予測されます。
またロックUPが解かれてからは大きく売られる傾向にあるので注意が必要です。

SBI証券では新興市場株でもハイパー空売り・日計り空売りが出来ますが少し手数料が高いので１トレードでの利幅は
狙って下さい。

 ■トレードの復習
 忙しくてなかなかデイトレが出来ない方は逆差し値注文を上手く活用し機械的にトレードを行って下さい。

※エントリー方法は買いの場合。
 日足で－２σから安値と安値切り上げ（ダウ理論上昇成立） 
 押し目ラインに乗っかるポイントに逆差し値注文を入れておく。
 気をつける事は朝の寄り付き（前日の高値で寄りつくか、 下で寄りつくか）はチェックする事です。出来るだけ下で寄り付き
下げ止まり反転からのエントリーを心掛けて下さい。

※朝一はＮＹダウ・上海市場の戻り・シカゴ（ＣＭＥ）・シンガポール日経先物（8:45にスタート）・
為替ドルは確認し、8:55には監視銘柄の板を見れば今日スタートの寄り付きがどうなるかが判断出来ます。
※SDBのニュースをチェックすればこれらの情報がご覧になれます。
 逆差し値注文を入れているからと言って高値飛びつきに ならない様に注意して下さい。
 買いからの場合は出来るだけ昨日の終値（基準線）の下から始まってくれる方が安全です。



 乗っかれば日々テクニカル分析とラインを必ず引いていく事です。
※分足のパーテーション、チャートを９：００に合わし価格帯別で何処でマーケット参入者がいるのか？を考えて下さい。

また先物の分足を見落とされている方が非常に多いです。
必ず先物の動きを見ながらエントリーをして下さい。

 突発的なニュース・材料も出ますので保有している株のニュース マーケットのイベントをチェックする様に。

 空売りを仕掛けている方は逆日歩がついていないかはチェックを。

※買いからスイングで入るポイントはグランビルの何回目かを確認し初動か２回目かを見極め、出来れば月足・週足で
高値圏から下降している銘柄は避ける事。

※エントリーする前に必ずシナリオを経てロスカットルールを決めて置く事。

■ロスカットルールの総括
皆さんの資金力・トレードスタイルにもよりますがスイングトレードの場合パーセントでは５％を割ればロスカット・また
下値抵抗線、ダウ理論（前日の安値を割ればロスカット）、パーテーションを割ればロスカットと決めておく事です。

・デイトレの場合同値撤退が基本です。－になっても２パーセントでロスカット。
エントリーは差し値、決済は板が速い場合成行き注文。忙しい方は機械的に差し値を入れておいて下さい。
・ロスカット（手じまい）をしたくない場合は両建てを使って下さい。
但し資金は余裕をもってトレードを行う事です。

また負けた時に何故自分が負けたのかを分析し答えを導いて下さい。
トレードはマーケット分析は基よりテクニカル分析・ファンダメンタル分析・地政学的リスクを踏まえた上で戦略を経てる事
です。

 利益が乗っている時は何故その銘柄が利益を伸ばせているのか？も検証して下さい。

※トレードにエントリーされる時はチャート分析は基より個別銘柄の最新のニュースをSBI証券でも確認をして下さい。

また実践コースのセミナーで話しますが次回はプロが使う裏ワザテクニックがあります。
テクニカル指標がある中でどのテクニカル指標を使えばその株が一番勝率がいいか？など検証が出来ます。
またバリの不動産物件の情報も話が出来ればと思いますので楽しみにしていて下さい。

※巷では１銘柄３万円～など仕手株情報の買い銘柄のみを推奨した
投資助言・代理業のライセンスを持たずに販売のみを行っている業者もいますので決して高値掴みの買いのみはせずマー
ケットの方向性・今のトレンド を捕え・ルールを守ってトレードを行って下さい。

JFMの監視銘柄レポートは情報が溢れる中ポイントを絞り今の市況やテクニカルポイントを分析し配信をしております。
またテクニカル分析と合わせ大手シンクタンクの情報機関からのレポートを分析し一般に出回るニュースとは違った視点
でも皆さんにレポートを配信しております。
今後のトレードの参照として頂ければと思います。

■ＪＦＭ代表松尾の先輩でもある出稼げば大富豪（通称：アニキ・バリに住む大富豪）とJFM松尾がバリのアニキ邸でトレー
ド談義を収録、お金の教養やここでしか見せれない実際のトレード動画が見れるＤＶＤとテキストが２月下旬販売予定です。
 販売価格　25,000円（税別）
 予告編動画はこちらをご覧ください。
↓
 http://youtu.be/naJ1D02dAPk

先行予約はこちらのサイトよりお申込み下さい。
↓
 http://www.jfm-trade-school.com/index.php/materials/index

 



 ■JFMが運営しています大阪本町のREDBARは生徒さん達の交流の場です。
お近くにお越しの際にはお気軽にお立ち寄り下さい。
JFMの松尾も火曜日はお店におりますのでセミナーで話せなかった事など
気軽に話せる時間が持てると思います。
↓（トレーダーやバリのアニキとのご縁の場）
☆REDBAR　http://redbar44.com/

それでは来週も頑張って下さいね。

 ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
株式会社Japan Fund Management
 大阪・東京オフィス
〒５３０－０００１
 大阪市北区梅田１丁目１１番４－１１００大阪駅前第４ビル１０階・１１階
 〒１０４－００６１
 東京都中央区銀座１丁目１６番７号大栄ビル５階・６階
 受付（コールセンター）　 ０１２０－２８４－４３０
TEL　 ０６－４７９９－９２５５
FAX ０６－４７９９－９０１１
お陰様で１０周年　唯一スキャルピングデイトレードが学べる株式スクール
☆JFM TRADE SCHOOL HP http://www.jfm-trade-school.com/
 ☆JFM HP http://www.j-f-m.jp/
 ☆JFM official facebook http://www.facebook.com/jfm.inc
 ☆松尾（ヤス兄）のFACEBOOK https://www.facebook.com/123matsuo
トレーダー・バリのアニキつながりご縁の場
☆REDBAR　http://redbar44.com/
 TEL 06-6244-1444
 ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
 
 ■免責事項
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
 ※ホームページ及びメール上での提供情報は著作権法によって保護されており、
 株式会社ジャパン・ファンド・マネージメント(以下「弊社」)に無断で転用、
 複製又は販売等を行う事を固く禁じます。
 提供情報は、弊社の情報提供を目的とするものであり、
投資勧誘を目的とするものではありません。

※ホームページ及びメール上での提供情報はあくまでも情報の提供であり、
 売買指示ではございません。
実際の取引におきましては、 自己資金枠等を十分考慮した上、
ご自身の判断・責任のもとご利用下さい。

 弊社より、提供しました情報の内容については万全を期しておりますが、
 会員様が提供情報の内容に基づいて行われる取引等について、
これを保証するものではありません。

 登録番号：近畿財務局長（金商）第385号投資助言・代理業

■【メール配信停止はコチラ】
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
 ↓
 http://meigara.jfm-trade-school.com/stop

上記のリンクより停止手続きを行って下さい。
※配信停止はシステム上、7日程度かかる場合がありますので
 ご了承下さい。


